
アジアの原子力展望に関する国際ワークショップ 
International Workshop for Asian Nuclear Prospect 
「アジアでの原子力発電拡大のインパクトを考える」 
主催：日本原子力学会、同再処理・リサイクル部会 

会期：２００８年１０月１９日（日）～２２日（水） 
会場：ニチイ学館 神戸ポートアイランドセンター 

(〒650-0047 神戸市中央区港島南町 7-1-5) 
 
 
発表申込締切（題目、代表者氏名、概要(100 語程度)、対象分野、発表希望分類）： 

８月６日（水）（厳守）； 予稿締切：９月３０日（火）（厳守） 
○口頭発表、ポスター発表募集要項 
対象分野：以下の６項目に該当するもの 
１．各国、各社の原子力発電計画、燃料サイクル計画 
２．各社の原子力発電プラント建設技術（ＥＰＲ、ＡＢＷＲ，ＡＰＷＲ他） 
３．種々の使用済燃料対応方策（貯蔵、処分、減容、ＭＡリサイクル等） 
４．現行および次世代技術、コア技術と周辺技術 
５．技術継承、人材育成の実例と課題 
６．各国の学協会、大学の取り組み 
申 込：題目、所属、発表者、概要(100 語程度)、対象分野、口頭／ポスター発表の希望を
下記へ送付 
予稿原稿：A4 サイズ１枚（題目、発表者、所属、発表内容、MS-Word File） 
送付先：山田和矢（東芝）kazuya.yamada@toshiba.co.jp 
口頭発表時間：２０分（討論を含む） 
ポスターサイズ：横９０ｃｍ×縦１８０ｃｍ 
○プログラム案- 
１０月１９日（日）  

16:00-18:00 受付 
18:00-19:30 歓迎会 

１０月２０日（月）  
8:30-17:30 受付 
9:30-10:00 オープニングセッション 
10:00-11:10 基調講演 Dr. M. Goff (INL) 
11:10-12:00 ポスターセッション 
13:00-15:00 プレナリー１ アジアにおける原子力の展望 
15:30-17:30 プレナリー２ 欧米における原子力の展望  

18:30-20:30 懇親会 

１０月２１日（火）  
8:30-15:00 受付 
9:00-11:45 パネル討論 使用済燃料対応への取組状況と問題点、解決策など 
11:45-13:00 ポスターセッション（10/20 の続き） 
13:00-15:00 オーラルセッション１ 原子力ルネッサンス拡大の技術開発 
15:30-17:30 オーラルセッション２ 原子力ルネッサンス拡大の技術開発 
17:30-18:00 クロージングセッション ポスター賞表彰など 

１０月２２日（水） 参加国間 運営委員会 

○参加費等 
参加費：（運営費、ＣＤＲ、歓迎会、懇親会費を含む） 
 会員 25,000 円、非会員 30,000 円、シニア会員 15,000 円、学生 無料（懇親会費は 5,000
円）。   当日会場にて受付けます。 

宿泊：各自で手配願います。 
参加登録・問合せ先：森 行秀（三菱重工）yukihide_mori@mhi.co.jp 
     参加登録締切：９月１９日（金） 

会場地図 

論文募集案内 


